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身近な人が活躍しています
地域を守る 消防団特  集

福よ来い来い

園児が元気に豆まき宇志比古神社で節分祭
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▲ ▲ ▲  鳴門携帯ＮＡＶＩ
災害情報や休日当番医などの情報
を掲載しています。
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大谷にある宇志比古神社で
２月３日、節分祭があり、

堀江北幼稚園と認定子ども園
すくすくの園児合わせて約70
人が、１年の厄よけと福を呼び込むことを願い
豆をまきました。園児らが拝殿から小袋に入っ
た豆を力いっぱい投げると、待ち構えていた
地域住民約30人は、福にあやかろうと飛び交

う豆に一斉に手を伸ばして
いました。このイベントは、
節分という伝統的な行事を
子どもたちに知ってもらい
たいとの思いから、毎年同
日に開催されています。

「表紙の写真」

地域を守る消防団
鳴門市防災訓練を実施
市内の５連絡所を３月末に廃止
地域座談会に参加しよう
３月中に済ませましょう
軽自動車と原付の各種手続き
鳴門大麻線（復便）のバス時刻表が
４月から変わります
市からのお知らせ
情報ガイド
すこやかライフ
リューネブルク市を訪問する
中高生を募集 ほか
知っていますか？スクールゾーン ほか
まちの出来事
鳴門ゆかりの輝く「鳴門人」
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市民のうごき

　　世帯数  26,555世帯（+11）

　　人　口  59,529人（-37）
（）の数値は前月比

■ 出  生　男  11人　　女  12人
■ 死  亡　男  38人　　女  36人
■ 転  入　男  75人　　女  51人
■ 転  出　男  58人　　女  54人
※１月31日現在
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市民と市政をつなぐ情報誌

Naruto
広報なると身

近
な
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す

地
域
を
守
る 
消
防
団

皆さんは、消防団やその活動のことをどれくらい
知っていますか。

　消防団は市町村の消防機関で、それを支える消防
団員は「自らの地域は自らで守る」という精神に基づ
いて、火災・災害などが発生した際に、昼夜を問わ
ず消火活動や救助活動などを行います。
　あなたの身近な人が地域の安全・安心を守るため
に活躍している消防団。その現状や活動の様子など
をお伝えします。

特  集

問 

市
消
防
本
部
消
防
総
務
課 

　 

☎
０
８
８・６
８
４・１
３
３
２

昨年10月に行われた全国消防操法大会（長野県）の
様子。市消防団から高島分団が出場しました。
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消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、
市
町
村

ご
と
に
設
け
ら
れ
て
い
る
地
域
の
団

体
で
、
消
火
活
動
や
災
害
時
の
避
難

誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
消
防
署（
署
員
）と
の
違
い

　

消
防
署
・
消
防
本
部
で
勤
め
る

消
防
署
員
は
、
消
防
や
救
急
、
救

助
の
専
門
家
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
・
救
命
で
第
一
線
の
活
動
部

隊
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
に
対
応
す
る
た

め
24
時
間
体
制
で
備

え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
消
防
団
に
属
す
る

消
防
団
員
は
、
普
段
は
会
社
員
や
自

営
業
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
、
火
災
・
災
害
時
に
は
自

宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け
付
け
、

消
火
・
救
助
活
動
な
ど
を
行
う
地

域
の
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」と

い
う
強
い
使
命
感
を
持
ち
、
消
防

署
員
と
比
べ
よ
り
地
域
に
密
着
し

た
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
員
の
専
門
性
と
消
防
団

員
の
地
域
密
着
性
。
お
互
い
に
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、

市
民
の
安
全
と
安
心
を
日
々
守
っ

て
い
る
の
で
す
。

▽
特
別
職（
非
常
勤
）の
地
方
公
務

員
で
、
消
火
活
動
や
訓
練
な
ど
に

対
し
て
手
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
退
職
時
に
勤
務
年
数
な
ど
に
応
じ

て
退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
消
防
団
活
動
に
よ
り
負
傷
し
た
場

合
は
、
公
務
災
害
補
償
制
度
に
基

づ
い
た
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
の
消
防
団
は
７
地
区

に
消
防
分
団
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
団
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
定
員
は
、
地
域
に
密

着
し
た
円
滑
な
消
火
・
救
助
活
動
を

行
う
た
め
の
必
要
人
数
と
し
て
、
条

例
で
１
０
７
０
人
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は

９
７
０
～
９
８
０
人
台
で
推
移
し
て

お
り
、
団
員
数
が
約
１
０
０
人
不
足

し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
別
で
は
30
歳
未
満
が

少
な
く
な
っ
て
お
り
、
消
防
団
員
の

高
齢
化
を
防
ぐ
こ
と
や
次
世
代
の
育

成
の
た
め
に
も
、
若
者
の
確
保
が
課

題
と
な
って
い
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
若
者
が
魅
力

を
感
じ
る
消
防
団
づ
く
り
や
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
の
啓
発
活
動
を
通
じ

て
、
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

あなたの力が必要です

消防団員になろう

　消防団には、学生・会社員・自営業・主婦
の方などさまざまな人が集まって、地域防災
のために活動しています。
　消防団にはあなたの力が必要です。地域の
安全・安心を守る消防団活動に参加してみま
せんか。

【対　象】 市内在住、在勤または
在学の18歳以上の方

【主な活動】
平常時：消火・防火訓練、防火啓発活動など
災害時：消火活動、救助活動、水防活動など
※女性消防団員は、基本的に災害時の活動を

行いません。
※詳しくは市消防本部消防総務課（☎088・

684・1332）へお問い合わせください。

地　区 分団数 分団員数
撫養町 ６ 113人
里浦町 ３ 62人
鳴門町 ５ 107人
瀬戸町 ５ 136人
大津町 10 152人
北灘町 ４ 112人
大麻町 12 272人

計 45 954人

② 各地区の消防分団数と分団員数

　 市消防団の人数構成（平成28年４月現在）
① 消防団本部の分団員数
・団長 １人
・副団長 ８人
・女性分団（うず小町） 14人
本部の分団員数合計 23人

◎消防団本部と各地区の分団員数を合わせると、
　市内では977人が消防団員として活動しています。
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　 市消防団員数の推移（各年４月現在） 単位：人

　 年齢別グラフ（平成28年４月現在） 単位：人

次
ペ
ー
ジ
で
、
消
防
団
の
活
動
の
様
子
と
消
防
団
員
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す

消
防
団
の
現
状

※
数
値
な
ど
は
上
表
参
照

消
防
団
員
の
身
分
と

処
遇

消
防
団
と
は
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　祖父と父が消防団に入団していたため、消防団を身近に感じていました。そして、

父から誘われて入団を決意しました。女性分団立ち上げ時の平成16年から活動し

ています。

　私たち女性分団は防火訪問や救命講習、消防本部および消防団が実施する各種

訓練・行事などへ参加しています。防火訪問では防火意識の向上を図るために、

幼稚園や保育所で自分たちが考えた劇や紙芝居などを実施しています。いつも子

どもたちが喜んでくれてやりがいを感じていますね。

　私は農業の仕事をしながら消防団活動を行っています。職場や家族のサポート

は欠かすことができないと感じますが、強い

使命感を持って活動しています。

　今後は、地域や小学校などと連携し、救命

講習をする機会も増やしていき、一人でも多

くの人に救命方法を伝えていきたいです。

　少しでも消防団の活動に興味がある方は、

活動の見学などもできます。ぜひ市消防本部

消防総務課へお問い合わせください。

市消防団女性分団長
藤本 佳代さん（矢倉）

女性も元気に活動しています！消防団員の声

消
防
団
の
活
動

年
間
行
事
で
見
る新団員として規律訓練などに取り組む

６月　新消防団員訓練

風水害対応の水防訓練や放水訓練などを実施

９月　市総合防災訓練

他の分団と連携訓練に臨む

11月　秋季火災予防運動期間中の消防訓練

年末に地域の夜間警戒を実施

12月　年末夜警

表彰式や観閲行進などを実施

１月　消防出初式（祝賀放水）

日ごろの訓練成果を同大会で披露

７月　消防操法大会（隔年） いざという
ときに備えて
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▼   市内全域のＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ、ソフトバ
ンクの緊急速報メール対応機種に配信します。

▼  対応機種の確認は、各携帯電話会社にお問い合
わせください。

▼   運転中に受信した場合は、危険ですので操作し
ないでください。

▼  マナーモードでも鳴動するため、不都合がある
方は午前９時前に電源をオフにしてください。

▼  通話中や電波状態が悪い場合は、受信の遅れや
メールが届かない場合があります。

▼  本市に隣接する市町でも、一部地域で配信され
る場合があります。

▼  受信に係る通信料・情報料は無料です。

鳴門市防災訓練を開始　　９時03分ごろ

黙とうの実施　　９時ごろ

 問 市役所危機管理課 ☎088・684・1711防災・災害対策への取り組み
鳴門市防災訓練を実施します３月11日（土）

午前９時03分～

　東日本大震災から６年目を迎える３月11日（土）。同震災で犠牲になられた方々
に対し哀悼の意を表すとともに、災害時における適切な行動についての理解と防
災意識の高揚を図るために、下記のとおり鳴門市防災訓練を実施します。
　この訓練では、大きなサイレン音や緊急速報メールの着信音が市内一斉に鳴り
ますので、市民の皆さんにはご迷惑をお掛けしますが、訓練の実施にご理解とご
協力をお願いします。

訓練開始に関する事前広報午前８時30分ごろ

　防災行政無線で、訓練開始に関する事前広報を行います。

　防災行政無線で、「大地震の発生」を知らせる緊急地震速報のアナ
ウンスを行います。
　次に、緊急速報メールに対応した携帯電話やスマートフォンに
大津波警報による避難指示（緊急）発令のメールを配信（下記参照）
し、防災行政無線のモーターサイレンを鳴らします。
　これらの情報を合図として、職場や学校、家庭、自主防災組織で、またはそれ
ぞれが連携して、防災に関する取り組みや身の回りの安全点検を行い、今一度防
災について考えてみましょう。（取り組み例：安全確保行動、避難経路・避難場所
の確認、備蓄物資の確認、避難訓練、消火訓練、防災学習 など）

　防災行政無線で、東日本大震災で犠牲になられた方々への
黙とうを呼びかけます。

※時間は予定であり、当日の進行状況によって多少前後する可能性があります。

無線放送

無線放送

緊急地震速報

緊急速報メール

サイレン

各自の取り組み

無線放送

黙とう

訓練終了

緊急速報メール受信の注意点 当日の緊急速報メールの内容
【件　名】 ［訓練］避難指示（緊急）鳴門市
【本　文】 訓練です。（訓練）地震が発生し、鳴門市

沿岸に大津波警報が発表されました。直ちに近
くの高台等へ避難し、身の安全を確保してくだ
さい。この後、防災行政無線のモーターサイレ
ンを鳴らします。モーターサイレンは、市民の
皆様に切迫した危険をお知らせ
し、速やかな避難を呼びかける
ものです。このメールやサイレ
ンを合図に、避難場所や備蓄物
資の確認など、今一度防災につ
いて考えてみましょう。（鳴門市
訓練メール）

防災意識を高めよう
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戸
籍
謄
本
や
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
類
の

請
求
・
受
け
取
り
が
、
廃
止
す
る
連
絡
所
近

隣
の
郵
便
局
窓
口
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

郵
便
局
に
備
え
付
け
の
請
求
書
を
窓
口
に

提
出
。
そ
れ
を
郵
便
局
職
員
が
フ
ァ
ク
ス
で

市
役
所
市
民
課
に
送
信
す
る
。

② 

同
課
職
員
が
請
求
書（
フ
ァ
ク
ス
）を
確
認

し
、
同
課
に
あ
る
端
末
か
ら
郵
便
局
の
プ
リ

ン
タ
ー
に
証
明
書
を
出
力
す
る
。

③
郵
便
局
職
員
が
証
明
書
を
渡
す
。

【
取
扱
郵
便
局
】

•
鳴
門
里
浦
郵
便
局

•
鳴
門
高
島
郵
便
局

•
堂
浦
郵
便
局

•
鳴
門
北
灘
郵
便
局

•
堀
江
郵
便
局

【
取
扱
時
間
】４
月
３
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
休
日
を
除
く
。

　（
市
役
所
開
庁
日
に
準
ず
る
）

【
交
付
す
る
証
明
書
】

•
戸
籍
証
明

　
▼ 

戸
籍
謄（
抄
）本

　
▼ 

除
籍（
原
戸
籍
）謄（
抄
）本

　
▼ 

戸
籍
の
附
票
の
写
し

•
住
民
票（
世
帯
全
員
、
個
人
）

•
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

•
印
鑑
登
録
証
明
書

【
請
求
で
き
る
方
】

◆
戸
籍
証
明
＝
本
人
お
よ
び
そ
の
戸
籍（
附

票
の
場
合
は
そ
の
戸
籍
の
附
票
）に
記
載

さ
れ
て
い
る
方

◆
住
民
票
＝
本
人
お
よ
び
同

じ
住
所
の
方

◆
印
鑑
登
録
証
明
書
＝
本
人

の
み（
市
民
カ
ー
ド
の
提
示

が
必
要
）

【
証
明
書
交
付
手
数
料
】従
来
ど
お
り

　
市
へ
提
出
す
る
文
書
等
の
取
り
次
ぎ
や
担

当
課
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
廃

止
す
る
連
絡
所
近
隣
の
公
民
館
で
受
け
付
け

ま
す
。

【
受
付
公
民
館
】

•
里
浦
公
民
館

•
鳴
門
公
民
館

•
瀬
戸
公
民
館

•
北
灘
公
民
館

•
堀
江
公
民
館

【
取
扱
時
間
】４
月
３
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
休
日
を
除
く
。

　（
公
民
館
開
館
日
に
準
ず
る
）

【
取
扱
内
容
】

◆
市
に
提
出
す
る
文
書
等
の
取
り
次
ぎ
＝

　
文
書
等
を
封
筒（
あ
て
先
の
課
名
と
自
分

の
氏
名
・
連
絡
先
を
記
載
）に
入
れ
て
、

設
置
し
て
あ
る「
市
民
ポ
ス
ト
」に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
た
だ
し
、
回
収
は
月
２
回
程
度
で
す
の

で
、
お
急
ぎ
の
場
合
は
直
接
市
役
所
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
　
有
効
期
限
切
れ
の
被
保
険
者
証
の
回
収

な
ど
、
提
出
期
限
の
な
い
文
書
等
の
送
付

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
担
当
課
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
＝

　
市
役
所
の
各
業
務
の
担
当
課
や
提
出
す
る

文
書
の
記
載
方
法
、
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。
詳
細
は
、
各
担
当
課

に
ご
照
会
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
郵
便
局
・
公
民
館
へ
業
務
を
委
託

　
市
内
に
あ
る
６
カ
所
の
連
絡
所
の
利
用
状
況
な
ど
を
基
に
見
直
し
を
行
っ
た
結

果
、
里
浦
、
鳴
門
、
瀬
戸
、
北
灘
、
堀
江
の
５
カ
所
の
連
絡
所
を
３
月
末
で
廃
止
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。（
板
東
連
絡
所
の
み
存
続
）

　
廃
止
す
る
連
絡
所
で
実
施
し
て
い
る
業
務
は
、
近
隣
の
郵
便
局
、
公
民
館
へ
委
託

し
ま
す
。
郵
便
局
へ
の
業
務
移
行
準
備
の
た
め
、
廃
止
す
る
連
絡
所
で
の
証
明
書
交

付
は
３
月
21
日（
火
）で
終
了
し
ま
す
。

市
内
の
５
連
絡
所
を

３
月
末
に
廃
止
し
ま
す

里浦 鳴門 瀬戸
北灘 堀江廃

止
す
る
連
絡
所
近
隣
の
郵
便
局

で
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

文
書
等
の
取
り
次
ぎ
は
廃
止
す
る

連
絡
所
近
隣
の
公
民
館
へ

 

問 

市
役
所
市
民
課 
☎
０
８
８・６
８
４・１
１
３
５

① 

郵
便
局
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り

の
住
民
票
、
身
分
証
明
書
、
住
民
票

コ
ー
ド
通
知
票
、
戸
籍
記
載
事
項
証

明
書
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　 

　
ま
た
、
委
任
状
に
よ
る
代
理
請
求

や
学
校
、
法
人
な
ど
が
作
成
し
た
用

紙（
市
が
交
付
す
る
用
紙
以
外
の
独

自
用
紙
）へ
の
証
明
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
請
求
に
は
本
人
確
認
書
類
の
提
示

（
１
点
ま
た
は
２
点
）が
必
要
で
す
。

本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

本
人
確
認
書
類
の
例
：

◆
１
点
必
要
＝
運
転
免
許
証

や
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
、

顔
写
真
付
き
の
も
の

◆
２
点
必
要
＝
保
険
証
や
年
金
手
帳
な

ど
、
顔
写
真
の
無
い
も
の

注 

意 

事 

項
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地域座談会に参加しよう
みんなが一緒に考える地域の福祉

～あなたの声が地域を変える～

問 市役所社会福祉課 ☎088・684・1219、市社会福祉協議会 ☎088・685・7170

　あなたの住む地域を、そして鳴門市を誰もが幸せな生活を送ることができるまち
にするため、市と社会福祉協議会では「鳴門市地域福祉（活動）計画」の策定を進めて
います。多くの方の声を計画に反映させるため、ぜひあなたの意見を地域座談会で
お聞かせください。

■■  何のために地域座談会をするの？

　日頃の心配事や地域とのつながり、地域で生活を
送る上でどのようなことに不安を感じているかを共
有し、課題解決を図るために開催します。

■■  何を話し合うの？

　地域の良いところや今ある生活上の困りごと、こ
れからの課題を話し合いながら、地域でできる課題
解決のアイデアを積極的に出してみましょう。

■■  私に関係あるの？

　現在福祉サービスを利用している・していないに
関わらず、地域の一員として、将来にわたる住みよ
い暮らしとは何かを一緒に考えてみませんか。

■■  誰でも参加できるの？

　市民の方であれば、どなたでも参加できます。事
前申し込みも不要です。あまり地域活動の場に出る
ことのなかった方にも、ぜひお声掛けください。

対象地区 会　場 開催日時
撫養町木津地区 木津元村集会所 ３月11日（土） 午後２時～４時
撫養町南浜地区、斎田（西発・東発）地区 渦潮ふれあい館 ３月18日（土） 午後２時～４時
撫養町斎田地区（西発・東発を除く） 斎田集会所 ３月12日（日） 午後６時30分～８時30分
撫養町黒崎地区、
瀬戸町明神（水汲谷・弐軒家・楠谷）地区 黒崎集会所 ３月18日（土） 午後７時～９時

撫養町大桑島・小桑島地区 桑島老人憩いの家 ４月１日（土） 午後７時～９時
撫養町岡崎・北浜・弁財天・林崎・立岩地区 川東公民館 ３月19日（日） 午後２時～４時
里浦町全域 里浦公民館 ３月18日（土） 午後７時～９時
大津町全域 大津松茂農協本所 ３月30日（木） 午後７時～９時
鳴門町高島・三ツ石地区 鳴門公民館 ３月28日（火） 午後７時～９時

鳴門町土佐泊浦地区 鳴門東地区コミュ
ニティセンター ３月８日（水） 午後６時～８時

瀬戸町全域（明神地区の水汲谷・弐軒家・楠谷を除く）瀬戸公民館 ３月13日（月） 午後７時～９時
北灘町全域 北灘公民館 ３月22日（水） 午後７時～９時
大麻町全域 堀江公民館 ３月19日（日） 午後２時～４時

▼ 第一回地域座談会の日程（地区社会福祉協議会の地区ごとに開催）

　「一人の生命は全地球よりも重い」という言葉を耳
にしたことはありませんか。
　この言葉は、明治時代の著書『西

さ い こ く り っ し へ ん

国立志編』の序文
にある一文だそうですが、平成に至る今日にあって
も色あせることなく、人の生命の重さや尊さを問い
掛けています。生命は、全てがかけがえのないもの
であり、決しておろそかにしてはなりません。

　私たちが目指す地域福
祉でも、この生命の尊重
という考え方が根幹にあ
ります。一人ひとりがい
とおしまれ、輝く存在で
あるということを互いに
認め合えなければ、そこには対立関係や孤立してし
まう不安感が生じてしまいます。
　全ての人が、人としての尊厳を守られる地域社会
の実現こそが、私たちが目指す「誰もが暮らしやす
いまち」なのではないでしょうか。

地域福祉コラム
～一人ひとりが輝く存在～

第
５
回
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　軽自動車税は、４月１日時点で台帳に登載された所有者に課税されます。廃車
手続きや名義変更手続きは、３月31日（金）までに済ませましょう。年度末は窓口が
混雑するため、早めの手続きにご協力をお願いします。
問 市役所税務課市民税担当 ☎088・684・1129

車両区分 年税額

原付

50cc以下 2,000円
50cc超～90cc以下 2,000円
90cc超～125cc以下 2,400円
ミニカー 3,700円

小型
特殊

農耕作業用 2,400円
その他 5,900円

軽二輪（125cc超～250cc以下） 3,600円
小型二輪（250cc超） 6,000円

車両区分
（軽自動車）

年税額
平成27年３月
31日までの

登録車

平成27年４月
１日からの
登録車

重課税率

三輪（660cc以下） 3,700円 3,900円 4,600円
四輪
以上

（660cc
以下）

貨物用 自家用 4,800円 5,000円 6,000円
営業用 3,600円 3,800円 4,500円

乗用 自家用 8,600円 10,800円 12,900円
営業用 6,600円 6,900円 8,200円

車両区分
（軽自動車）

年税額
電気自動車、
天然ガス
自動車

ガソリン車、ハイブリッド車
平成27年度燃費基準
＋35％達成車

平成27年度燃費基準
＋15％達成車

三輪（660cc以下） 1,000円 2,000円 3,000円

四輪
以上

（660cc
以下）

貨物用 自家用 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

平成32年度燃費基準
＋20％達成車

平成32年度燃費基準
達成車

乗用 自家用 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

　軽自動車税の平成29年度年税額は、下表のとおりです。また、グリーン
化を推進するため、環境負荷の大きい車両は重課税率が、小さい車両には
グリーン化特例（軽課：下記参照）が適用されます。

　平成28年４月１日から
29年３月31日までに最初
の新規検査（新車登録）を
受けた軽四輪車などは、
その燃費性能に応じたグ
リーン化特例が適用され、
平成29年度分に限り軽自
動車税が軽減
されます。

▼   グリーン化特例
（軽課）

登録日は車検証の「初度
検査年月」で判断します。

※重課税率は、最初の新規検査から13年経過した軽自動車が対象

税税税３月中に済ませましょう税軽自動車と原付の各種手続き

【手続きの窓口】
①原動機付自転車（125㏄以下）、小型特殊自動車…

市役所税務課へ。
② 軽自動車、軽二輪車…県軽自動車協会（☎088・

641・2010）へ。
③二輪の小型自動車（250㏄超）…四国運輸局徳島運

輸支局（☎050・5540・2074）へ。

【原動機付自転車、小型特殊自動車の廃車に必要なもの】 
　ナンバープレート、印鑑、登録証明書
※ナンバープレートを紛失した場合

は、手数料300円が必要です。
※軽自動車、軽二輪車、二輪の小型

自動車の廃車などの手続きについては、左記②ま
たは③の窓口へお問い合わせください。

軽自動車税の年税額
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　徳島バス鳴門大麻線（復便）の６便について、利便性の向上を図るため、４月から

各停留所間の通過時刻を１～４分調整します。ただし、板野駅南の出発時刻と鳴門

駅前への到着時刻は変更ありません。各停留所の時刻表は、下表のとおりになります。

　鳴門大麻線（復便）新時刻表　平成29年４月１日改正

問 徳島バス株式会社 ☎088・622・1811、市役所戦略企画課 ☎088・684・1013

鳴門大麻線（復便）のバス時刻表が
４月から変わります

停留所 １便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便
板野駅南 8:20 10:50 12:55 14:55 16:25 18:20
川端駅前 8:23 10:53 12:58 14:58 16:28 18:23
二番札所前 8:25 10:55 13:00 15:00 16:30 18:25
桧 8:25 10:55 13:00 15:00 16:30 18:25

ドイツ村 8:26 10:56 13:01 15:01 16:31 18:26
ドイツ館 ↓ ↓ 13:04 15:04 16:34 ↓
霊山寺前 8:28 10:58 13:06 15:06 16:36 18:28
板東駅東 8:29 10:59 13:07 15:07 16:37 18:29
萩原 8:30 11:00 13:08 15:08 16:38 18:30
萩原東 8:31 11:01 13:09 15:09 16:39 18:31
池谷駅前 8:34 11:04 13:12 15:12 16:42 18:34
池谷 8:35 11:05 13:13 15:13 16:43 18:35

阿波神社前 8:36 11:06 13:14 15:14 16:44 18:36
大師前 8:37 11:07 13:15 15:15 16:45 18:37
大谷 8:38 11:08 13:16 15:16 16:46 18:38
姫田 8:39 11:09 13:17 15:17 16:47 18:39
姫田東 8:40 11:10 13:18 15:18 16:48 18:40
立道 8:42 11:12 13:20 15:20 16:50 18:42
小森 8:43 11:13 13:21 15:21 16:51 18:43
大代 8:44 11:14 13:22 15:22 16:52 18:44

木津原地 8:45 11:15 13:23 15:23 16:53 18:45
教会前 8:46 11:16 13:24 15:24 16:54 18:46

木津元村南 8:47 11:17 13:25 15:25 16:55 18:47
金比羅前 8:48 11:18 13:26 15:26 16:56 18:48
木津 8:50 11:20 13:28 15:28 16:58 18:50
石越橋 8:50 11:20 13:28 15:28 16:58 18:50
祇園通 8:51 11:21 13:29 15:29 16:59 18:51
斎田発 8:52 11:22 13:30 15:30 17:00 18:52

鳴門一中前 8:52 11:22 13:30 15:30 17:00 18:52
市役所北 8:54 11:24 13:32 15:32 17:02 18:54
鳴門局前 8:57 11:27 13:35 15:35 17:05 18:57
鳴門駅前 9:00 11:30 13:38 15:38 17:08 19:00
鳴門病院 9:07 － － － － －
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あなたの芸術作品を展示してみませんか
平成29年度 鳴門市文化展作品募集

作品募集

 問 市文化協会事務局（市役所文化交流推進課） ☎684・1214

３月中旬から新保険証を送付します
古い保険証は市役所保険課まで返却を

問 市役所保険課 ☎684・1139

現
在
使
用
中
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証（
保
険

証
）の
有
効
期
限
は
、
３
月
31
日

（
金
）ま
で
で
す
。
３
月
中
旬
か

ら
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
現
在
の
保
険
証
は
４

月
１
日（
土
）以
降
に
市
役
所
保

険
課
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。
な

お
、
４
月
１
日
以
降
は
、
必
ず

新
し
い
保
険
証
を
医
療
機
関
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
は
３
月
上
旬

に
作
成
す
る
た
め
、
世
帯
異
動

な
ど
に
よ
り
記
載
内
容
が
実
態

と
異
な
っ
た
場
合
は
、
新
旧
保

険
証
を
持
っ
て
同
課
ま
で
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

◆
大
学
な
ど
へ
の
進
学
が

　決
ま
っ
た
ら
　

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
、
大
学
な
ど

へ
の
進
学
に
よ
り
市
外
に
転
出

す
る
場
合
は
、
学
生
用
の
被
保

険
者
証
へ
の
切
り
替
え
が
必
要

で
す
。

　
転
出
届
を
提
出
し
た
ら
、

① 

学
生
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で

き
る
も
の（
在
学
証
明
書
や

学
生
証
、
入
学
前
の
場
合
は

合
格
通
知
書
な
ど
）

②
現
在
の
保
険
証

③
印
鑑

を
同
課
ま
で
持
参
し
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
13
日（
土
）か
ら
21
日

（
日
）ま
で
、
キ
ョ
ー
エ
イ

鳴
門
駅
前
店
４
階

で
開
催
す
る
平
成

29
年
度
鳴
門
市
文

化
展
の
出
展
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

◆
出
品
資
格

 
市
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
ま

た
は
市
内
に
所
在
す
る
文
化
団
体

所
属
の
方
で
、
18
歳
以
上
の
方

◆
出
品
種
目
・
点
数
と
規
定

　
原
則
と
し
て
市
内
で
未
発
表
の

も
の
で
、
１
人
１
点
ま
で
。
各
部

門
の
体
裁
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
日
本
画
…
６
号
以
上
で
額
縁

付
き
、
ま
た
は
表
装

②
洋
画・版
画・切
り
絵・水
彩
画

…
６
号
以
上
で
額
縁
付
き

③
絵
手
紙
…
は
が
き
の
大
き
さ
で

額
縁
付
き

④
写
真
…
４
つ
切
り
以
上
で
パ
ネ

ル
貼
り
、
ま
た
は
額
仕
立
て

⑤
書
道
…
表
装
、
ま
た
は
額
仕

立
て
で
簡
単
な
注
釈
文
を
添
付

（
縦
２
２
０
㌢
以
内
）

⑥
俳
画
…
色
紙
額
仕
立
て（
角
形
）

⑦
俳
句・短
歌・川
柳
…
短
冊
仕

立
て（
短
冊
掛
け
は
各
自
用
意
）

※
①
②
で
10
号
以
上
、
④
で
半

切
以
上
の
作
品
は
ガ
ラ
ス
を

付
け
ず
に
応
募
。
ま
た
、
全

作
品
つ
り
ひ
も
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み

　
３
月
17
日（
金
）ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
雅
号（
な
い
場
合
は
不

要
）、
電
話
番
号
、
作
品
の
題
名

（
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
は
除
く
）、

作
品
の
大
き
さ
を
市
役
所
文
化

交
流
推
進
課

で
配
布
す
る

所
定
の
出
品

申
込
書
に
記

入
し
、
左
表

の
各
申
し
込

み
先
へ
。

▼ 　日本画 … 村澤 ☎686・9623

▼ 　洋画・版画・切り絵・水彩画…
　戸田 ☎686・2254

▼ 　絵手紙 … 山本 ☎685・2240

▼ 　写真 ……………………………
　・ナルトぴんぼけクラブ事務局
　　カメラのマエダ ☎686・3439
　・写真集団｢渦｣事務局 
　　ハシモトカメラ  ☎685・2552

▼ 　書道 … 近藤 ☎689・0250

▼ 　俳画 … 大西 ☎685・2055

▼ 　俳句 … 西内 ☎686・1050

▼ 　短歌 … 鍋島 ☎685・2320

▼ 　川柳 … 和田 ☎687・2341

▼ 　その他 …………………………
　市文化協会事務局 ☎684･1214

各部門の
申し込み先

Naruto
City_information

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
ま
た
は
母（
20
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

方
）を
対
象
に
、
就
職
に
役
立

つ
資
格
の
取
得
を
促
進
す
る
た

め
、
養
成
訓
練
の
受
講
期
間
に

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
】児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
る
、
ま
た

は
同
様
の
所
得
水
準
の
方
の

う
ち
、
次
の
資
格
取
得
の
た

め
に
養
成
機
関
で
修
業
し
、

当
該
資
格
の
取
得
が
見
込
ま

れ
る
方（
通
信
制
も
可
）

【
対
象
資
格
】

▼ 

介
護
福
祉
士

▼ 

理
学
療
法
士

▼ 

保
育
士

▼ 

正
・
准
看
護
師

▼ 

作
業
療
法
士
　
な
ど

【
支
給
対
象
期
間
】修
業
す
る
期

間
の
全
期
間（
上
限
３
年
）

で
、
申
請
月
以
降
の
各
月
の

月
末
に
支
給

【
支
給
額
】

　
平
成
29
年
度
新
規
申
込
者

▼  

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
　

…
月
額
10
万
円

▼  

市
町
村
民
税
課
税
世
帯
　
　

…
月
額
７
万
５
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
子
ど
も

い
き
い
き
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひとり親家庭の方の資格取得を応援
高等職業訓練促進給付金を活用しよう

問 市役所子どもいきいき課 ☎684・1231
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下水道の供用開始区域が３月末に拡大
拡大する区域内にある土地の所有者には文書で通知します

下水道

新
年
度
当
初
に
お
け
る
窓
口

の
混
雑
緩
和
や
平
日
に
市

役
所
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た

め
に
、
４
月
１
日（
土
）、
２
日

（
日
）に
各
窓
口

を
開
設
し
、
証

明
書
の
交
付
業

務
な
ど
を
行
い

ま
す
。

【
開
設
時
間
】午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
午
後
０
時
30
分

【
取
扱
業
務
】

▼ 

市
民
課 

…
…
…
…
…
…
…
…

　
戸
籍
謄（
抄
）本
や
住
民
票
の

写
し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど

の
交
付
、
印
鑑
登
録
や
住
所
の

異
動
届
の
受
け
付
け
。

※ 
年
金
窓
口
は
開
設
し
て
い
ま

せ
ん
。

問 

☎
６
８
４・１
１
３
５

▼ 

保
険
課 
…
…
…
…
…
…
…
… 

　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
関
す
る
こ
と
。

問 

☎
６
８
４・１
１
３
９

▼ 

長
寿
介
護
課 

…
…
…
…
…
…

　
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と
。

問 

☎
６
８
４・１
０
７
１

▼ 

子
ど
も
い
き
い
き
課 

…
…
…

　
児
童
手
当
申

請
や
子
ど
も
は

ぐ
く
み
医
療
費

助
成
に
関
す
る

こ
と
。

問 

☎
６
８
４・１
１
４
６

４月１日（土）、２日（日）に窓口を開設
平日に市役所へ来庁できない方はぜひご利用を

問 それぞれの窓口の担当課へ

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」は
、

人
と
農
地
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
各
地
域
で
話

し
合
っ
て
策
定
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
下
表
の

と
お
り
同
プ
ラ
ン

の
座
談
会
・
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

農
業
者
の
後
継
者

不
足
や
耕
作
放
棄

地
な
ど
の
意
見
交

換
を
行
い
、
各
地

域
の
中
心
と
な
る

担
い
手
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

問 市役所農林水産課 ☎684・1153

地域農業について話し合おう
「人・農地プラン」見直しに関する地域座談会

　
地
域
農
業
に
つ
い
て
話
し
合

う
座
談
会
・
説
明
会
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

美
し
い
自
然
や
豊
か
な
農
水

産
物
を
育
む
き
れ
い
な
水

環
境
を
将
来
に
残
す
た
め
、
市

で
は
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
黒
崎
・
斎
田
・

大
桑
島
・
小
桑
島
地
域
の
一
部

に
つ
い
て
下
水
道
の
整
備
が
完
了

し
、
３
月
末
に
供
用
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。
区
域
に
つ
い
て
は

供
用
開
始
時
に
告
示
す
る
ほ
か
、

拡
大
す
る
区
域
内
に
あ
る
土
地

の
所
有
者
に
は
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

　
供
用
開
始
区

域
内
で
は
、
宅
内

排
水
を
い
つ
で
も

下
水
道
に
接
続
で
き
ま
す
の
で
、

新
し
く
供
用
開
始
と
な
る
区
域

の
方
も
、
す
で
に
供
用
開
始
さ
れ

た
区
域
の
方
も
、
下
水
道
への
早

期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

 問 市役所下水道課 ☎684・1170

開催日 場所 対象地区
３月２日（木）
午後６時30分～

大津松茂農協
本所 大津

３月６日（月）
午後６時30分～

里浦農協
本所 里浦

３月７日（火）
午後６時30分～

徳島北農協
本所 堀江

３月９日（木）
午後６時30分～

徳島北農協
撫養支所 鳴門北

３月10日（金）
午後６時30分～

徳島北農協
板東支所 板東

※鳴門北地区は撫養町、鳴門町、瀬戸町、
　北灘町が該当します。

下水道利用者の声
孫の代にもきれいな水を

　昨年度に自宅を下水道に接続しましたが、その

前にも事業所の接続工事を経験しています。事業

所では、接続前は臭いや浄化槽の管理の問題があ

りましたが、接続後には解消しましたね。

　自宅の方は、特に夏場に家の前の側溝が臭うこ

とがあったので水を流していましたが、こちらも

下水道に接続することで、臭いやコバエ、蚊が減

少するなど改善されました。その分、水道料金に

加えて下水道の使用料が必要になりましたので、

これを機に環境への意識を高め、節水を心掛けています。

　みんなが接続することで環境が良くなるとは思いますが、接続工事費や使

用料など、費用面では敷居が高いところがあります。私はグループ助成金の

制度を活用して接続しましたが、みんなが接続をしやすくなるような施策を

考えてもらいたいですね。

　下水道の整備が進んできれいなまちになり、企業などの誘致でまちが活性

化することを期待しています。孫の代にも、水がきれいであってほしいですね。

吉田 武博さん（大桑島）
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市の計画策定に皆さんの声を
パブリックコメントを募集します

意見募集

鳴門市の学園都市化を目指して（鳴門市学園都市化構想）
市と鳴教大が連携しさまざまな事業を実施しています

教育施策

本
市
と
市
教
育
委
員
会
、
鳴

門
教
育
大
学
は
、
教
育
・

保
育
の
分
野
で
の
連
携
協
力
体

制
を
構
築
し
、「
鳴
門
市
の
学
園

都
市
化
」を
目
指
し
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
鳴
門
町
の
保
育
園
・

幼
稚
園
・
小
中
学
校
を
中
心
に

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
主
な
事
業
内
容
】

◆ 
鳴
門
教
育
大
学
が
学
校
な

ど
に
教
育
資
源
を
提
供

① 

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
学
校

な
ど
に
派
遣

▼  

学
習
支
援
、
部
活
動
等
支
援
、

特
別
支
援
教
育
、
外
国
語
活

動
、
英
語
検
定
サ
ポ
ー
タ
ー

②
鳴
門
教
育
大
学
の
施
設
を
利
用

▼  

多
目
的
広
場
や
図
書
館
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
を
活
動
に

利
用

▼  

鳴
門
教
育
大
学
へ
の
避
難
訓

練
を
実
施

◆ 

学
校
な
ど
と
鳴
門
教
育
大

学
が
連
携
し
た
教
育
活
動

（
平
成
28
年
度
実
績
）

① 

研
究
お
よ
び
授
業
研
究
な
ど

▼  

保
育
園
・
幼
稚
園
で
は
、
専

門
的
な
保
育
実
践
や
発
達
障

が
い
、
児
童
虐
待
な
ど
に
関

す
る
研
修
や
実
践
活
動

▼  

小
中
学
校
で
は
、
学
力
向
上

や
効
果
的
な
授
業
の
た
め
の
、

教
科
の
授
業
研
究
や
実
践

②
保
幼
小
連
携
推
進
事
業

▼  

発
達
や
学
び
の
連
続
性
を
踏

ま
え
た
円
滑
な
接
続
を
目
指

し
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
鳴

門
教
育
大
学
生
と
と
も
に
自

然
体
験
活
動
を
通
じ
た
異
年

齢
交
流
を
行
う
。

③ 

鳴
門
教
育
大
学
の
研
究
活
動

へ
の
協
力

▼  

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
が
子

ど
も
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
の
研
究
に
係
る
、
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト

　
現
在
、
鳴
門
町
を
対
象
に
連

携
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

段
階
的
に
地
区
を
拡
大
し
、
最

終
的
に
は
市
内
全
て
の
保
育

園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
を
対

象
に
連
携
協
力
を
行
う
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

 問 それぞれの計画策定の担当課へ

 問 市教育委員会学校教育課 ☎686・8802

左
表
の
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　
計
画
案
は
、
期
間
中
に
担
当

課
で
公
表
し
て
い
る
ほ
か
、
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

なると環境プラン推進
計画2017の策定について

鳴門市災害廃棄物
処理計画の策定について

第二期鳴門の学校づくり
計画の策定について

募集期間 ３月17日（金）まで ３月31日（金）まで

内　　容

　本市の「望ましい環境像」や
「実現すべき環境づくりの方
向性」、これらを実現するた
めの「個別目標ごとの取り組
みの方針」を示した「なると環
境プラン2004」の着実な推進
を図るため、上記計画を策定
する。

　近い将来発生が予想されて
いる南海トラフ巨大地震で
は、大量の災害廃棄物と津波
堆積物が生ずるとされてい
る。これらが復旧･復興の妨
げとなっている実情を踏ま
え、円滑な廃棄物処理を行う
ために上記計画を策定する。

　子どもたちが将来にわたり
質の高い教育を受けることが
できるように、本市の学校・
幼稚園再編計画である上記計
画を策定する。（平成28年度
を始期とする「第二期鳴門市
教育振興計画」の実施計画）

閲覧場所
／

担当課

市環境政策課
 ☎ 088・683・7571
FAX088・683・7579
Ｅメール：kankyo@city.
　naruto.lg.jp

市クリーンセンター廃棄物対策課
 ☎ 088・683・7573
FAX088・683・7579
Ｅメール：haiki_taisaku@city.
　naruto.lg.jp

市教育委員会学校教育課
 ☎ 088・686・8802
FAX088・686・8793
Ｅメール：gakkokyoiku@city.
　naruto.lg.jp

対象者
①市内在住、在勤、在学の方
②市内に事務所または事業所がある個人や法人、その他の団体
③この手続きに係る案件に利害関係がある方

鳴門教育大学への避難訓練
（幼小合同避難訓練）

コスモス祭りに参加
（保幼小連携推進事業）
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スポーツ活動に取り組める環境づくり
「生涯スポーツ推進事業補助金」の企画提案を募集  ほか

生涯スポーツ

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

問 市教育委員会体育振興室  ☎686・8804

郵送先 〒772・0003 撫養町南浜字東浜31-36

市民の皆さんが年齢、性別、障がいの有無などを
問わず、生涯にわたってスポーツ活動に取り組

むことができる環境づくりを目的とした、公募提案型
の「生涯スポーツ推進事業補助金」。
　平成29年度の同補助事業の企画
提案を募集していますので、ぜひ
応募してみませんか。

【対象団体】
構成員の数が５人以上で、運営に関する会則などが
あり、適正な会計・事務処理を行う団体

【対象事業】
広く市民を対象とし、かつ、年間を通じて継続的に
スポーツ活動機会を創出する事業で、平成30年３月
31日（土）までに完了する事業

【応募部門】
①スマイルキズナ枠

主に子ども、高齢者などが対象で、スポーツに取り
組むきっかけづくりや健康増進を図るための事業

　今年も５月31日（水）に鳴門市チャレンジデーを開催
します。より楽しく、参加しやすい取り組みになって
いますので、みんなで参加して一緒にチャレンジデー
を盛り上げましょう。
◆チャレンジデーとは？
　毎年５月の最終水曜日に世界中で実施されている、
住民参加型のスポーツイベントです。
　この日は、人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前
０時から午後９時までの間に、15分間以上継続して何
らかの運動やスポーツをした住民の「参加率（％）」を競
い合います。
　年齢や性別を問わず誰もが気軽に参加でき、「住民の
健康づくり」 「スポーツ振興」 「地域の活性化」のきっ
かけづくりに最適なスポーツイベントであるため、本
市も平成22年から参加しています。

　総合型地域スポーツクラブとは、地域住民が主体と
なり、子どもから高齢者まで誰もが気軽にスポーツや
健康づくりができる地域のスポーツクラブのことです。
　本市には、「N

ナ イ ス

ICE」と「NARUTO総合型スポーツク
ラブ」の２つのクラブがあります。ヨガやファミリー
バドミントン、ハンドボール、リトミックなど各クラ
ブが特色ある多彩な種目を定期的
に開催しています。
　地域でスポーツを始めたい方、何
かお手伝いしたいという方は、お気
軽に下記へお問い合わせください。
問 NICE ☎080・3928・8679
　 URL：http://www.nice7610.net/
　 NARUTO総合型スポーツクラブ ☎090・7140・8683
　 URL：http://sc-narutoclub.jimdo.com/

②ミニチャレンジデー枠
日頃から体を動かすことを意識してもらい、スポー
ツをする習慣を身に付けるために、誰でも参加でき
る事業

【補助金額】
①、②ともに対象経費の４分の３以内（限度額15万
円）。ただし、過去に当該補助事業実施団体で、同
一内容で事業申請する場合は、２分の１以内（限度
額15万円）。

【応募方法】
３月10日（金）までに応募書類を持参または郵送で市
教育委員会体育振興室へ提出してください。書類審
査や事業選考で採択事業を決定します。

※詳しい内容は、募集要項をご確認ください。募集要
項および応募書類などは、同室のほか、市公式ウェ
ブサイトの新着情報からも入手できます。

※関連予算の成立が前提であり、内容などが変更する
場合があります。

鳴門市市制施行70周年記念事業

鳴門市チャレンジデー2017

気軽にスポーツを始めませんか

総合型地域スポーツクラブ

みんなで楽しく

参加しよう！ 会員を募集

しています！



情報ガイド
INFORMATION
GUIDE

● 費用などの記載がない場合、無料です。 14平成29年３月号

生
活
・
暮
ら
し

市
長
・
市
議
選
な
ど
の

日
程
が
決
定

■
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

　
市
長
選
挙（
11
月

16
日
任
期
満
了
）と
市

議
会
議
員
選
挙（
12

月
17
日
任
期
満
了
）を

同
時
選
挙
に
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
２
０
０
万

円
程
度
の
費
用
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

【
告
示
日
】11
月
19
日（
日
）

【
投
票
日
】11
月
26
日（
日
）

■
大
麻
土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙

　
３
月
29
日（
水
）に
任
期
満
了
と
な

る
、
同
改
良
区
の
総
代
総
選
挙
を
実

施
し
ま
す
。

【
告
示
日
】３
月
７
日（
火
）

【
投
票
日
】３
月
14
日（
火
）

問 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　 

☎
６
８
４･

１
６
９
４

【
定
員
】20
人（
先
着
順
）

※
要
事
前
申
し
込
み
。
当
日
は
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
あ
り
。

【
問
・
申
し
込
み
】開
催
日
前
日
ま
で

に
四
国
市
民
法
務
サ
ポ
ー
ト（
☎

０
１
２
０・９
９
２・９
３
２
）へ
。

今
月
の
納
期

国
民
健
康
保
険
料（
10
期
）、

介
護
保
険
料（
10
期
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
８
期
）

　
３
月
31
日（
金
）ま
で
に
市
役
所
保

険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

講
座
・
教
室
・
試
験
な
ど

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　
両
教
室
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
３
階
環
境
学
習
館
で
開
催
し
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同

館（
☎
６
８
３・７
５
６
８
）へ
。

■
絵
手
紙
教
室

　
手
す
き
は
が
き
な
ど
を
使
用
。

【
日
時
】３
月
９
日（
木
）

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】絵
筆
、水
性
絵
の
具
、墨
、

鉛
筆
な
ど

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　
こ
れ
ま
で
の
教
室
で
作
り
か
け
に

な
っ
て
い
る
も
の
を
完
成
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
新
た
に
ポ
ー
チ
や
巾
着
袋

を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
日
時
】３
月
16
日（
木
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す 

※
無
料

◆
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
の
Ｃ
Ｄ

◆
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
自
転
車（
大
人
用
）

◆
自
転
車（
14
イ
ン
チ
で
手
押
し
棒

付
き
）

◆
第
一
中
学
校
女
子
の
夏
用
体
操
服

上
下

問 
市
消
費
者
協
会

　 

☎
６
８
６･

３
７
７
６

市
役
所
市
民
課（
土
曜
日
）開
庁
日

　
３
月
４
日（
土
）は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
、
同
課

窓
口
を
開
庁
し
ま
す
。
た
だ
し
、
住

所
の
異
動
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 

同
課 

☎
６
８
４・１
１
３
５

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　
３
月
11
日（
土
）は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
正
午
ま
で
、
ご
み
の
持
ち
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。20
日（
月・祝
）

は
休
業
し
ま
す
。

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
８
３・７
５
７
０

暮
ら
し
の
無
料
法
務
セ
ミ
ナ
ー

　「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
法
定
相
続
の

仕
組
み
〜
誰
も
が
い
つ
か
は
直
面
す

る
問
題
〜
」と
題
し
、
四
国
市
民
法
務

サ
ポ
ー
ト
の
行
政
書
士 

森
江 

大だ
い
ぞ
う蔵

氏
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
20
日（
月
・
祝
）

　
　
　
午
後
３
時
30
分
〜
５
時

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】端
切
れ
い
ろ
い
ろ
、
裁
縫

道
具（
針
、
糸
、
は
さ
み
、
筆
記
用

具
な
ど
）、
各
自
で
必
要
と
思
わ

れ
る
も
の（
布
、
ひ
も
、
フ
ァ
ス

ナ
ー
な
ど
）

講
演「
障
が
い
者
の
就
労（
支
援
）

の
状
況
に
つ
い
て
」

【
日
時
】３
月
17
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
講
師
】金
塚 

た
か
し
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
大
阪
精
神
障
害
者
就
労
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

統
括
所
長
）、

　
横
矢 

弥
生
氏（
紀
南
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

主
任

就
業
支
援
ワ
ー
カ
ー
）

問 
愛
育
会
地
域
生
活
総
合
支
援
セ

　 

ン
タ
ー 

☎
０
８
０・６
３
７
４
・

　 

７
８
３
０

市
体
操
教
室

　
選
手
育
成
コ
ー
ス
や
楽
し
み
な
が

ら
体
力
づ
く
り
を
す
る
健
康
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】幼
児
〜
高
校
生

【
練
習
場
所
】市
体
操
場

【
費
用
】年
会
費
、
月
会
費
、
ス
ポ
ー

　
ツ
安
全
保
険
加
入
費

【
問･

申
し
込
み
】３
月
17
日（
金
）ま

　
で
に
市
教
育
委
員
会
体
育
振
興
室

　
や
市
民
会
館
で
配
布
の
申
込
書
に

　
保
険
料
９
０
０
円
を
添
え
て
、
火

　
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
後
５

　
時
か
ら
８
時
ま
で
に
市
体
操
協
会

　（
☎
６
８
５･

４
０
４
６
）へ
。

全
日
本
病
院
協
会
セ
ミ
ナ
ー

　「
神
経
難
病
〜
特
に
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
に
つ
い
て
〜
」と
題
し
、
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
22
日（
水
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

【
場
所
】小
川
病
院
６
階
会
議
室

【
対
象
】医
療
・
介
護
関
係
者

【
講
師
】足
立 

克
仁
氏（
同
病
院
医
師
）

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
15
日（
水
）ま

　
で
に
同
病
院（
☎
６
８
６・２
３
２

　
２
）へ
。

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
地
域
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
掃
除
や
洗
濯
、
買
い

物
な
ど
の
手
助
け
を
行
う
担
い
手
の

養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】３
月
23
日（
木
）、
24
日（
金
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
両
日
と
も
受
講
が
必
要
。

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対
象
】高
齢
者
の
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
担
い
手
と
し
て
、

市
内
で
活
躍
し
た
い

と
考
え
て
い
る
方

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
17
日（
金
）ま

　
で
に
市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎
６

　
８
４･

１
１
７
５
）へ
。



● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

無料相談　 まずはお電話を
行政相談 日時  ３月10日（金） 13：00～16：00 
場所  市役所本庁１階市民相談室  担当：梯

かけはし

問 市役所秘書広報課 ☎684・1118
人権相談 日時  ３月17日（金） 13：30～16：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
※上記の時間帯に電話相談も行います。
問 市役所人権推進課 ☎684・1423
成年後見制度相談 ※原則予約 日時  ３月15日（水）
　13：30～15：30 場所  市役所本庁１階市民相談室
問 市役所長寿介護課 ☎684・1175
成年後見・相続・遺言の相談 日時  ３月10日（金）
　13：00～15：00 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440
女性相談 日時  月～金曜（休日除く）  9：00～17：00
場所  女性子ども支援センター
問 「ぱぁとなー」 ☎684・1413、☎684・1408
心配ごと相談 日時  毎金曜（休日除く） 10：00～15：00
場所  旧教育委員会棟１階相談室　※３月31日（金）
　から健康福祉交流センター２階 （18ページに関
　連記事）。
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170
職業相談 日時  ３月８日（水） 13：30～14：30
場所  市人権福祉センター１階応接室
問 ハローワーク鳴門 ☎685・2270
身体障害者相談 日時  月～金曜（休日除く）  9：30～
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144
NPO相談 日時  月～金曜（休日除く） 8：30～17：00
場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200
消費生活相談 日時  月～金曜（休日除く）
　9：30～15：30 場所  市消費生活センター
問 同センター ☎686・3776
電話法務相談
　四国市民法務サポート代表理事の森江大蔵氏に
よる無料電話法務相談。
日時  ３月９日（木） 16：00～18：00
内容  くらしの法務相談全般
電話番号  0120・992・932
年金相談 ※要予約
日時  ３月16日（木） 10：00～15：00
場所  市役所本庁１階第１会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081
若者の就労相談会 ※要予約
日時  ３月７日（火）、15日（水）、21日（火）、29日（水）
　　 13：00～17：00
場所  市役所共済会館３階小会議室
問 とくしま地域若者サポートステーション ☎602･0553
認知症サポート医によるもの忘れ相談 
日時  ３月22日（水） 14：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417
介護者家族の会による相談
日時  ３月14日、28日（各火曜日） 10：00～15：00
場所  14日は旧教育委員会棟１階相談室、28日は健
　康福祉交流センター２階（18ページに関連記事）。
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417

15 平成29年３月号

鳴
門
病
院
　
糖
尿
病
教
室

　
糖
尿
病
食
の
試
食
会
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】３
月
14
日（
火
）

　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

【
場
所
】同
病
院
　
旧
６
階
西
ナ
ー
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
費
用
は
要
問
い
合
わ
せ
。

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
10
日（
金
）ま

　
で
に
同
病
院（
☎
６
８
３・０
０
１

　
１
）へ
。

介
護
予
防
教
室

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、次
の
２
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
、
各
締
切
日
ま
で
に

市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎
６
８
４･

１
１
７
５
）へ
。

■
脳
の
楽が
く
し
ゅ
う習教

室

　
簡
単
な
計
算
や
音
読
を
継
続
的
に

学
習
し
て
、物
忘
れ
を
予
防
し
ま
す
。

【
日
時
】４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
ま
で
の
30
分
程
度

【
場
所
】ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と
２
階

【
締
切
日
】３
月
23
日（
木
）

※ 

３
月
30
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
ケ   

ア
ハ
ウ
ス
な
る
と
で
実
施
す
る
事

前
研
修
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

■
65
歳
か
ら
の

　
男
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

【
日
時
】４
月
12
日（
水
）か
ら
の
毎
月

　
第
２
・
第
４
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
５
階

【
費
用
】１
回
１
０
０
円（
食
材
料
費
）

【
締
切
日
】３
月
31
日（
金
）

普
通
救
命
講
習

【
日
時
】4
月
16
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対
象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

　
歳
以
上
の
方

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、

人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）、

異
物
除
去
、
止
血
法
な
ど

【
定
員
】10
人
程
度（
先
着
順
）

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
31
日（
金
）ま

　
で
に
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎
６

　
８
４・１
４
９
４
）へ
。

募
　
　
集

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
な
高
齢

者
に
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
入
会
希
望
者

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】３
月
９
日（
木
）午
前
10
時
〜

【
場
所
】旧
教
育
委
員
会
棟
２
階

　
　
　
同
セ
ン
タ
ー
事
務
所

【
対
象
】市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
欲
の
あ
る
方

問 
同
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
８
６・３
７
３
２

　「N
ナ ル ス タ グ ラ ム
arustagram」へ応募のあった鳴門の風景などの写真展示

のほか、市バスとともに振り返る鳴門の歴史パネル展示など
を実施します。　※期間中は平日も開館します。

【日時】 ３月25日（土）～４月２日（日） 午前９時～午後４時
【場所】 トリーデなると
問 市役所戦略企画課 ☎684・1713

「トリーデなると」春の企画展

　高齢者の生活上のニーズや課題を把握し、今
後の介護保険・高齢者福祉事業などの参考にす
るため、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」を
実施します。要介護認定を受けていない65歳以
上の方3,000人（無作為抽出）へ調査票を送付しま
すので、３月17日（金）までにご返信ください。
問 市役所長寿介護課 ☎684・1147

高齢者の生活ニーズ調査を実施します



● 費用などの記載がない場合、無料です。

募
　
　
集

就
職
者
激
励
大
会
参
加
事
業
者

　
４
月
か
ら
新
し
く
市
内
事
業
所
に

就
職
す
る
方
を
対
象
と
し
た
激
励
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業
主
の
方
は

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】４
月
７
日（
金
）午
前
10
時
〜

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
第
１
会
議
室

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
17
日（
金
）ま

　
で
に
鳴
門
商
工
会
議
所（
☎
６
８

　
５・３
７
４
８
）、
大
麻
町
商
工
会

　（
☎
６
８
９･

０
２
０
４
）へ
。

市
文
化
月
間
協
賛
イ
ベ
ン
ト

　
５
月
15
日（
月
）か
ら
６
月
14
日

（
水
）ま
で
の「
市
文
化
月
間
」に
、
市

内
で
開
催
さ
れ
る
文
化
行
事
を
、
協

賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
21
日（
火
）ま

　
で
に
所
定
の
申
請
書
を
市
役
所
文

　
化
交
流
推
進
課（
☎
６
８
４・１
２

　
１
４
）へ
。

「
脳
の
楽が

く
し
ゅ
う習

教
室
」

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
受
講
者
に
助
言
や
指
導
を
し
て
い

た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】４
月
か
ら
の
毎
週
木
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

【
場
所
】ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と

【
対
象
】市
内
在
住
の
方

※
３
月
30
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
ケ   

【
対
象
】幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

■
友
愛
読
書
会

　
〜
賀
川
豊
彦
を
読
む
会
〜

【
日
時
】３
月
11
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

【
費
用
】２
０
０
円（
資
料
代
）

【
課
題
図
書
】「
壁
の
声
聞
く
と
き
」

　
―
続
々
・
死
線
を
越
え
て
―

【
準
備
物
】筆
記
用
具

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
本
場
開
催

●
本
命
・
対
抗
バ
ト
ル

　
３
月
３
日（
金
）〜
７
日（
火
）

●
徳
島
バ
ス
カ
ッ
プ
競
走

　
３
月
12
日（
日
）〜
16
日（
木
）

●
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
シ
リ
ー
ズ
第
12
戦

　
３
月
21
日（
火
）〜
26
日（
日
）

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　 

☎
６
８
５・８
１
１
１

「
阿
波
学
会
」総
合
学
術
調
査

最
終
報
告
会

　
同
会
が
市
内
の
考
古
・
地
理
・
建

造
物
な
ど
に
関
す
る
調
査
結
果
の
最

終
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】３
月
５
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
20
分

【
場
所
】ド
イ
ツ
館
ホ
ー
ル

問 

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
人
権
課

　 

☎
６
８
６・８
８
０
７

鳴
門
市
民
劇
場「
七
人
の
墓は

か
と
も友

」

　
家
、
家
族
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
高

齢
化
社
会
な
ど
多
様
な
価
値
観
を
考

え
ま
す
。

ア
ハ
ウ
ス
な
る
と
で
実
施
す
る
事

前
研
修
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
23
日（
木
）ま

　
で
に
市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎
６

　
８
４･

１
１
７
５
）へ
。

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市

　
新
鮮
な
海
産
物
や
加
工
品
な
ど
を

販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
同
イ
ベ
ン
ト

で
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
１

月
を
除
く
毎
月
第
１
土
曜
日
開
催
）

【
日
時
】①
３
月
４
日（
土
）、

　
　
　
②
４
月
１
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
内
容
】

①
３
店
舗
で
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
円
以

上
商
品
を
購
入
の
方
に
、
イ
チ
ゴ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
順
）

②
３
店
舗
で
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
円
以

上
商
品
を
購
入
の
方
に
、
原
藻
生

わ
か
め
を
プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
順
）

問 

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市
実
行
委

　 

員
会 

☎
６
８
４・１
１
５
２

賀
川
豊
彦
記
念
館
イ
ベ
ン
ト

　
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
賀
川
豊
彦
記
念

館
で
開
催
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
は
同
館（
☎
６
８
９・５
０
５
０
）へ
。

■
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

【
日
時
】３
月
４
日
、
４
月
１
日（
各

　
土
曜
日
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

【
費
用
】２
０
０
円（
年
会
費
）

【
日
時
】３
月
10
日（
金
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

【
場
所
】市
文
化
会
館

【
費
用
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０

　
円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
公
演
】劇
団
俳
優
座

問  
鳴
門
市
民
劇
場

　 

☎
６
８
４･

１
７
７
７

春
の
恋
カ
ツ

〜
素
敵
な
出
会
い
の
予
感
〜

　
イ
チ
ゴ
狩
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
、
素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】３
月
18
日（
土
）

　
　
　
正
午
〜
午
後
２
時
ご
ろ

【
場
所
】フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
山
形

【
対
象
／
定
員
】20
歳
か
ら
35
歳
程
度

の
独
身
男
女
／
各
10
人（
先
着
順
）

【
費
用
】男
性
３
千
円
、
女
性
２
千
円

　
　
　（
飲
食
代
）

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
10
日（
金
）ま

　
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

　
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
氏
名
、

性
別
、
住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号

　
を
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
人
権

　
課
内 

市
青
年
連
合
会
事
務
局（
☎

　
６
８
６･

８
８
０
７ 

℻  
６
８
６
・

　
８
０
０
５ 

Ｅ
メ
ー
ルnarutosein

　en@
city.naruto.lg.jp

）へ
。

第
17
回
藤
岡
明
美
さ
ん
と

卓
球
を
楽
し
む
大
会

【
日
時
】３
月
20
日（
月･

祝
）

　
　
　
午
前
９
時
〜

【
場
所
】大
麻
中
学
校
体
育
館

【
準
備
物
】ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
服
、
体

　
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
昼
食
な
ど

【
費
用
】１
チ
ー
ム
３
０
０
円

　
　
　（
参
加
費
）

【
問･

申
し
込
み
】３
月
10
日（
金
）ま
で

　
に
榎
並（
☎
６
２
５･

３
１
２
８
）へ
。

ド
イ
ツ
人
国
際
交
流
員
リ
リ
さ

ん
と
環
境
問
題
を
考
え
よ
う

　
リ
リ
さ
ん
や
参
加
者
と
話
し
合
い

な
が
ら
、
ド
イ
ツ
の

環
境
問
題
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】３
月
25
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

【
場
所
】ド
イ
ツ
館
１
階
会
議
室

【
定
員
】30
人（
先
着
順
）

【
問･

申
し
込
み
】３
月
17
日（
金
）ま

　
で
に
同
館（
☎
６
８
９･

０
０
９

　
９
）へ
。

Ｗ
ｅ
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
な
る
と

ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金

事
業
選
考
検
討
会
を
開
催

　
公
募
提
案
型
補
助
金
の
採
択
団

体
を
選
考
す
る
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ま
ち

を
良
く
し
よ
う
と
活
動
す
る
団
体

の
熱
い
思
い
を
、
感
じ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】３
月
25
日（
土
）

　
　
　
午
後
０
時
30
分
〜

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
第
１
会
議
室

問 

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　 

☎
６
８
４・１
１
８
９

16平成29年３月号
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谷
口
よ
し
あ
き
絵
画
展

　
鳴
門
の
風
景
な
ど
を
描
い
た
絵
画

を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
₁₄
日（
火
）ま
で

　
　
　
午
前
₁₀
時
〜
午
後
６
時

※
月
曜
日
は
休
館
し
ま
す
。

【
場
所
】カ
フ
ェ
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ズ

　
　
　（
高
島
）

問 

同
所 

渡
辺 

☎
６
８
７・０
９
３
３

「
鳴
門
板
野
古
墳
群
」

国
史
跡
指
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
昨
年
₁₀
月
に
国
指
定
史
跡
と
な
っ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
考
古
学
の
専

門
家
や
文
化
庁
の
担
当
者
に
よ
る
講

演
と
、
史
跡
の
歴
史
的
評
価
や
保
存

活
用
の
公
開
討
議
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
₁₈
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
₅₀
分

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
第
１
会
議
室

問 

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
人
権
課

　 

☎
６
８
６・８
８
０
７

国
史
跡
　
鳴
門
板
野
古
墳
群

「
大
代
古
墳
」一
般
公
開

　
高
松
自
動
車
道
の
大
代
古
墳
ト

ン
ネ
ル
上
に
あ
る
同
古
墳
を
一
般
公

開
し
ま
す
。
大
津
西
小
学
校
児
童
に

よ
る
解
説
の
ほ
か
、
古
墳
の
模
型
や

石せ
っ
か
ん棺
レ
プ
リ
カ
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
₁₉
日（
日
）

　
　
　
午
前
₁₀
時
〜
正
午

【
場
所
】同
古
墳

※
駐
車
場
は
市
し
尿
処
理
場
へ
。

問 

同
古
墳
等
歴
史
的
文
化
遺
産
保

　 

存
会 

☎
６
８
６・５
５
６
９

図
書
館 

☎
６
８
５・０
２
５
５

若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め

　
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
出
合
っ
て

ほ
し
い
本
を
展
示
し
ま
す
。

【
期
間
】３
月
４
日（
土
）〜

　
　
　
４
月
６
日（
木
）

３
月
の
休
館
日

▼
３
日（
金
・
館
内
整
理
日
）

▼
７
日（
火
）▼
₁₄
日（
火
）

▼
₂₁
日（
火
）▼
₂₈
日（
火
）

キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４
階
催
し

和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

　
季
節
の
風
景
や
花
な
ど
の
ち
ぎ
り

絵
約
₃₀
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
３
日（
金
）〜
８
日（
水
）

　
　
　
午
前
₁₀
時
〜
午
後
５
時

※
３
日
午
前
₁₀
時
か
ら「
ミ
ニ
ち
ぎ

り
絵
体
験
教
室
」を
実
施
。

問 

高
島 

☎
０
９
０・７
７
８
４・６
２
１
３

鉛
筆
画
教
室
作
品
展

　
教
室
の
受
講
生
が
描
い
た
作
品
約

₃₀
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
３
日（
金
）〜
８
日（
水
）

　
　
　
午
前
₁₀
時
〜
午
後
５
時

問 

原 

☎
０
９
０・２
８
９
８・５
９
１
５

第
₄₈
回

ナ
ル
ト
ぴ
ん
ぼ
け
ク
ラ
ブ
写
真
展

　
メ
ン
バ
ー
が
撮
影
し
た
作
品
約
₈₀

点
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
₁₀
日（
金
）〜
₁₂
日（
日
）

　
　
　
午
前
₁₀
時
〜
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

問 

カ
メ
ラ
の
マ
エ
ダ

　 

☎
６
８
６・３
４
３
９

春
夏
秋
冬
ふ
れ
あ
い
写
真
展

　
第
₄₁
回
読
者
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

で
年
間
賞
を
受
賞
し
た
、
市
内
在
住

の
杉
山 

ゆ
か
り
氏
の
受
賞
作
品
₁₄

点
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
₁₄
日（
火
）〜
₂₁
日（
火
）

　
　
　
午
前
₁₀
時
〜
午
後
５
時

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　 

☎
６
８
５・３
５
４
３

越お

く久 

高た
か
て
る照

・
尾
崎 

隆
幸
・

二
條 

均
　
油
彩
画
三
人
展

　
県
内
在
住
の
画
家
３
人
に
よ
る
、

鳴
門
の
海
辺
な
ど
を
描
い
た
油
彩
画

約
₂₀
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
₁₄
日（
火
）〜
₂₁
日（
火
）

　
　
　
午
前
₁₀
時
〜
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　 

☎
６
８
５・３
５
４
３

美
術
工
芸
品
展
示
販
売

　
絵
画
や
掛
け
軸
、
置
物
な
ど
を
多

数
展
示
販
売
し
ま
す
。

【
日
時
】３
月
₂₄
日（
金
）〜
₂₇
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
₃₀
分
〜
午
後
７
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　 

☎
６
８
５・３
５
４
３

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド

▼３月１日～ 鳴門市スポーツ少年団 

▼３月16日～ 「板東俘
ふ

虜
りょ

収容所」開所100周年 
鳴門ビデオボランティア制作番組

▼３月１日～ 初雪の朝／石川 光夫（吉野川市）

▼３月16日～ 観梅苑の梅の花／武田 義男（藍住町）

放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時～
行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21､22時～ 

　金光山の山頂まで往復約２～３時間の行程です。
【日時】 ３月26日（日） 午前９時集合
【集合･出発場所】 渦潮ふれあい館（雨天時は同館で
　インストラクターによる講習会を実施します）
問 新池川をきれいにする会 乾 ☎090・3181・1402

まちづくり活動応援補助金事業

ノルディック･ウオーク体験会
～金

き ん こ う ざ ん

光山（黒崎）ハイキングコースに挑戦！～

　スポーツ安全保険は、スポーツ活動の
ほか、文化活動や地域活動、ボランティ
ア活動、レクリエーション活動などに
おける万が一の事故に対する備えとな
ります。詳細はお問い合わせを。
問 スポーツ安全協会徳島県支部
　 ☎655・3660

スポーツ安全保険へ加入を

　現在、大麻町で巣作りをしているコウノトリは、
産卵したと推定されています。巣に近づいての撮
影・観察や大声を出したりしないように、十分
注意をお願いします。ヒナの誕生を
みんなで静かに見守りましょう。
問  市役所農林水産課 ☎684・1183

コウノトリの撮影・観察にマナーを
産卵が推定されています
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Health�Info

乳幼児健診
【場　所】�うずしお会館２階
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 ３月10日㈮
    対 平成25年９月生まれ 受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 ３月16日㈭
    対 平成27年８月生まれ 受 12：30～13：00
■９か月児健診  実 ３月９日㈭
    対 平成28年５月生まれ 受 12：20～12：40
■４か月児健診  実 ３月９日㈭
    対 平成28年10月生まれ 受 13：20～13：40
■ 股関節脱臼検診  実 ３月17日㈮
    対 平成28年11月、29年１月生まれ 
    受 12：40～13：00
※ ４月からは、場所が健康福祉交流セン

ター３階大会議室になります。

休日当番医
　受診は救急患者に限られ、往診はでき
ません。当番医は変更となる場合があり
ます。お問い合わせはテレホンガイド（☎
685・3322）まで。

【診療時間】 午前９時～午後11時
３月５日（日） 原田医院（大谷）
 ［内・循］  ☎689・2108
　　₁₂日（日） 橋本医院（吉永）
 ［循・外・内］ ☎685・5211
　　₁₉日（日） 古林内科（板東）
 ［内・小・アレ］ ☎689・3366
　　₂₀日（月・祝） レディースクリニック
　　　　　　　　兼松産婦人科（南浜）
 ［産・婦・内］ ☎685・1103
　　₂₆日（日） 谷医院（斎田）
 ［内・胃・外］ ☎686・3569
４月２日（日） 小川病院（斎田）
 ［内・糖・消］ ☎686・2322

健康福祉交流センターの業務案内
市役所から健康政策課、健康づくり室などが移転

施設
開設

　４月１日（土）に鳴門市健康福祉交流センター（現老人福祉セン
ター・勤労青少年ホーム。以下「新センター」）が一部オープンします。
現在市役所本庁舎にある健康政策課、健康づくり室、市子育て世代
包括支援センターは、４月３日（月）から新センター西側１階で業務
を行います。（健康政策課、健康づくり室は再編統合します。下記参照）
　なお、現在旧教育委員会棟にある市社会福祉協議
会、市シルバー人材センターと、旧撫養児童館にあ
る鳴門ファミリー・サポート・センターは、３月
27日（月）から新センターで業務を行います。
問 市役所健康政策課 ☎684・1446

健康相談
■�市役所１階市民相談室
【日　時】�３月１日（水）、８日（水）、
　15日（水）、21日（火） 午前９時～正午
■ キョーエイ鳴門駅前店
　 １階サービスカウンター横
【日　時】�３月７日（火） 午後１時30分～
　３時／23日（木）午前10時～11時30分

いきいきマタニティー教室
　いきいきマタニティー中期編・後期編
を３月14日（火）に開催。参加希望者は３
月７日（火）までに表題《市子育て世代包
括支援センター》へ。開催時間、対象、内
容などはお問い合わせください。

体を詳しくチェックしよう
特定健診・特定保健指導をご利用ください

制度
案内

　特定健診・特定保健指導は、糖尿病など生
活習慣病の予防・改善を目的とした制度で、
40～74歳の医療保険加入者（被扶養者を含む）
が対象となります。健診の結果から対象とな
る方には、市役所健康づくり室よりオレンジ
色の「特定保健指導利用券」を送付しています。
　特定保健指導を受けると、健診結果を詳しく知ることができます
ので、オレンジ色の利用券を持っている方でまだ受けていない方は、
ぜひこの機会に利用しましょう。
　有効期限は３月31日（金）までです。お早めにお申し込みください。

糖尿病を正しく知ろう
保健師・管理栄養士による糖尿病相談

糖尿病
相談

　糖尿病は、血糖値の高い状態が続くことで、脳卒中、心筋梗塞と
いった病気や網膜症、神経障害、腎障害といった合併症を引き起こ
します。
　食生活や運動習慣を見直すことで、糖尿病は予防・改善すること
ができます。保健師・管理栄養士による個別相談を実施しますので、
この機会に糖尿病について正しく知ってみましょう。

【日　時】 ３月13日（月）、21日（火）、24日（金）　午前９時、10時、11時、
　正午、午後１時、２時、３時、４時から各１時間
※ 健診や血液検査の結果をお持ちの方はご持参ください。
　また、上記以外の日時をご希望の方はご相談ください。

【場　所】 市役所本庁１階 市民相談室
【問・申し込み】 相談希望日の３日前までに電話またはファクス、Ｅ

メール（住所・氏名・電話番号を明記）で表題《成人保健担当》まで。

　健康増進事業の一層の充実を図るため、
健康政策課と健康づくり室を再編統合した、

「健康増進課」を新センターに配置します。
問 市役所人事課 ☎684・1122

組
織
改
革
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

《母子保健、栄養指導》☎684・1049    《成人保健》☎684・1137   《予防接種》☎684・1206  
《市子育て世代包括支援センター》☎684・1561　〒772・8501  撫養町南浜字東浜₁₇₀番地 

FAX 684・1336   mail 同室：kenkozukuri@city.naruto.lg.jp　同センター：neuvola@city.naruto.lg.jp

すこやかライフ
　　　  　

▲  

お問い合わせ　市役所健康づくり室、市子育て世代包括支援センター（鳴門市版ネウボラ）

健康な生活を送りましょう

受け忘れていませんか？定期の予防接種
接種期限は対象年齢上限の誕生日前日まで

予防
接種

◎助産師…１人程度
【雇用期間】 ４月から６カ月以内（更新の場合あり）
【応募資格】 助産師免許を持つ方
【勤務日時／賃金】 月曜日から金曜日までの午前８

時30分から午後５時15分まで／日額8,550円　助産師・臨床心理士の免許・資格を
生かして、働いてみませんか。

【問・申し込み】 ３月10日（金：必着）までに市販
の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入し、各免
許・資格の写しを添え、市役所健康政策課（☎
684・1446。住所は表題に同じ）へ。面接日時
は３月16日（木）の午前９時からです。

◎臨床心理士…１人程度
【雇用期間】 ４月から６カ月以内（更新の場合あり）
【応募資格】 臨床心理士の資格を持つ方
【勤務日時／賃金】 原則週２日勤務で、午前８時30

分から午後５時15分まで／日額8,550円

　定期の予防接種は、感染症から体を守るために、接種の対象年齢・回数・間隔などが
定められています。受け忘れている方は、早めに接種しましょう。

定期予防接種 対象年齢 定期予防接種 対象年齢
ＢＣＧ １歳未満

日本脳炎

１期：満３歳～７歳６カ月未満
２期：満９歳～13歳未満
※平成７年４月２日～19年４月１日生まれ

の方は、20歳未満まで不足分の回数につい
て接種できます。19年４月２日～21年10月
１日生まれの方は、９歳～13歳未満まで
不足分の回数について接種できます。

ヒブ感染症
生後２カ月～５歳未満

小児肺炎球菌感染症

Ｂ型肝炎 １歳未満（平成28年４月１日
以降に生まれた方）

四種混合 生後３カ月～７歳６カ月未満
二種混合 満11歳～13歳未満

高齢者の肺炎球菌
※１

昭和26年４月２日～27年４月１日生まれ
昭和21年４月２日～22年４月１日生まれ
昭和16年４月２日～17年４月１日生まれ
昭和11年４月２日～12年４月１日生まれ
昭和６年４月２日～７年４月１日生まれ
昭和１年４月２日～２年４月１日生まれ
大正10年４月２日～11年４月１日生まれ
大正５年４月２日～６年４月１日生まれ

麻しん風しん混合
１期：満１歳～２歳未満
２期：平成22年４月２日～
　23年４月１日生まれ ※１

水痘 満１歳～３歳未満
子宮頸

けい

がん
※１�※２

中学１年生～高校１年生
相当の女子  

※１　接種期間は３月31日（金）まで。　※２　現在、積極的な接種勧奨は差し控えています。

▼  本市に住民登録をしている方で対象年齢の方は、無料で接種できます（高齢者の肺炎球菌を
除く）。対象年齢を過ぎての接種、規定回数を超えての接種は全額自己負担となります。

▼  接種の回数と間隔については、表題《予防接種担当》までお問い合わせください。

▼  予診票は、接種開始時期に各家庭に送付しています。予診票が手元にない場合は、必ず母子
健康手帳を持って市役所健康づくり室までお越しください。

▼  保護者以外の方が予防接種に同伴する場合は、委任状が必要です。委任状は予診票と一緒に
送付しているほか、同担当で配布または市公式ウェブサイトからダウンロードできます。

注意
事項

平成29年度 臨時職員

（助産師・臨床心理士）募集
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　春からの新規受講生を募集します。開催日時など、
詳しくは各講座へお問い合わせください。
◆講座の種類・問い合わせ

▼  川柳鳴峡会（和田 ☎088・687･2341）

▼  短歌講座（日下 ☎088・686･1639）

▼  郷土史研究会（事務局 ☎088・685・0255）

▼  民踊教室（濱田 ☎088・686･4339）

▼  大正琴教室（岡田 ☎088・688･1012）

▼  詩吟教室（中野 ☎088・688･0558）

▼  手編み教室（村沢 ☎088・688･1877）

▼  染色教室（藤澤 ☎088・686･1340）

▼  トールペイント講座（富永 ☎090･5145･0454）

▼  墨絵教室（村澤 ☎088・686･9623）

▼  俳画教室（大西 ☎090･3785･8478）

▼  きりえ教室（上田 ☎088・686･5926）

▼  こども琴・尺八教室（事務局 ☎090･2823･9564）

▼   絵画教室（水彩色えんぴつ）
　子ども絵画教室（田中 ☎080･6112･0885）

▼  俳句【新女園俳句会（田浦 ☎090・7142・6927）】
　　　【鳴門ホトトギス会（西内 ☎088・686・1050）】
※�その他のお問い合わせは市役所文化交流推進課
（☎088・684・1214）へ。

　近年、多くのスポーツクラブなどで取り入れられ
ている体幹トレーニングは、運動能力の向上だけで
なく、けがの予防や集中力アップにも効果があると
報告されています。
　市では、平成29年度から、サッカー
日本代表の長友佑都選手をはじめ多
くのアスリートを指導する木場克己
さんを招き、「KOBA式体幹トレーニ
ング」体験事業を実施する予定です。
　これに先立ち、次の日程でデモン
ストレ－ションを開催しますので、
ぜひご参加ください。参加費は無料です。

【日　時】 ３月23日（木）午後６時～７時30分
【場　所】 鳴門・大塚スポーツパーク
　　　　 アミノバリューホール ３階研修室

【対　象】 同事業に興味のある市内在住・在勤の方ま
たは市内スポーツ団体の指導者・トレーナーなど

【定　員】 50人（先着順ですが、指導者・トレーナー
を優先します）

【問・申し込み】 ３月16日（木）までに市
役所戦略企画課（☎088・684・1713）
へ電話でお申し込みください。

※ 参加希望者は３月21日（火）までに
　市役所文化交流推進課へ。

事前説明会
３月23日（木） 午後７時～

市消防本部３階会議室

【派遣予定人員】 12人程度
【募集資格】 ①市内在住で、派遣時に中学２、３年生

および高校生の方
②心身共に健康で、団体行動（生活）に適応できる方
③事前・事後の研修（計５回程度）に参加できる方
④帰国後に研修レポートを提出するとともに、報告

会に参加できる方
⑤当青少年派遣事業に初めて参加する方

【問・申し込み】 ４月３日（月）から21日（金）までの間
に所定の応募用紙と作文（応募理由とドイツで学び
たい、交流したいことについて800字以内）を市役
所文化交流推進課（☎088・684・1214）へ。応募用
紙は同課で配布しています。

※申し込みには保護者の承諾と、４月１日以降に在
学する学校の学校長推薦が必要です。

【選考方法】 応募用紙と作文、日本語と簡単な英語の
面接（応募者多数時は書類による一次選考あり）

【旅行費用】 268,000円（うち12万円を市が助成）

▼日程表

８月 内容案

17日（木） 午前５時30分ごろ市役所を出発し、
関西国際空港からリューネブルク市へ

18日（金）～
21日（月）

リューネブルク市で学校訪問および公
式行事（ホームステイ）

22日（火） 朝にリューネブルク市を出発し、ブ
レーメン、ハンブルクへ（ホテル泊）

23日（水） ハンブルクからフランクフルト経由で
日本へ（機内泊）

24日（木） 午前中に関西国際空港着、バスで鳴門
へ帰着

◆ 原油価格などの変動により、旅行費
用が増額する場合があります。

◆ 関連予算の成立が前提であり、内容
などが変更する場合があります。

◆ パスポート取得などの費用は、自己負担となります。

リューネブルク市を

訪問する中高生を募集

ドイツの姉妹都市へ行こう！ 8月17日～24日

市民文化講座 新規受講生募集 K
コ バ

OBA式体幹トレーニング
気軽に文化に親しんでみよう デモンストレーション参加者募集

写真撮影：城石裕幸
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中央保育所
岩崎
神社

斎田
郵便局〒

撫養幼稚園

撫養小学校

堀
江
北
小
学
校堀江北幼稚園

キョーエイ

堀江南小学校
堀江南幼稚園

旧
吉
野
川

ヤマダ
電機

川東公民館

キョーエイ

精華幼稚園

阿波
銀行

徳島
銀行

林崎小学校

知っていますか？
スクールゾーン

子どもたちの安全を守ろう

　スクールゾーンでは、子どもたちの安全を守るために、通園・通学時の車両（自転車
などの軽車両を除く）の進入が規制されています。市内では、撫養・林崎・堀江北・堀
江南小学校区でスクールゾーンが設定されていますので、規制時間中は車両で進入し
ないようにしましょう。具体的な場所は下図で確認をお願いします。
問 市通学路安全対策推進協議会事務局（市教育委員会学校教育課） ☎088・686・8802
 　※スクールゾーンの規制については鳴門警察署（☎088・685・0110）へ。

午前７時30分～８時30分（土・日・休日を除く）規制時間

車両（自転車などの軽車両を除く）規制対象

撫
養
小
学
校
区

堀
江
北
小
学
校
区

堀
江
南
小
学
校
区

林
崎
小
学
校
区

幼稚園臨時教諭を募集します
（介助員・補助員を含む）

【募集人員】 10人程度
【応募資格】 幼稚園教諭免許を有する方など
※ 職種により応募資格や賃金が異なりますので、

詳しくは市公式ウェブサイトをご覧ください。
【雇用期間】 ４月から６カ月以内（更新の場合あり）
【審査日】 随時（作文審査・面接審査）　

【問・申し込み】 市販の履歴書（写真貼付）に必要
事項を記入し、市教育委員会学校教育課（〒772・
0003 撫 養 町 南 浜 字 東 浜31-36 ☎088・686・
8802）へ。資格所有者は免許状の写しを添えて
ください。また、郵送の場合は簡易書留にして
ください。

スクールゾーン
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　県道大谷櫛木線沿いの山中で１月29日、地域住民や市不
法投棄監視パトロール連絡協議会会員、市内事業所などから
約150人が参加し、不法投棄物撤去のボランティア活動を行
いました。参加者らはタイヤや廃家電、マットレスなどの約
8．4㌧ものごみを回収。また、県が不法投棄を未然に防止し、
抑止効果の向上を図ろうと監視カメラを設置しました。同協
議会は、美しい自然環境を未来へ継承するために、今後も引
き続き活動を行います。

美しい自然環境を取り戻す
不法投棄物撤去のボランティア活動

１月29日

写真大：山中で不法投棄物の撤去をする参加者
写真小：設置された監視カメラ

　里浦漁協で「鳴門わかめの料理教室」が２月10日に開かれ、
県内外から25人が参加しました。鳴門わかめのおいしさを知っ
てもらい、消費拡大につなげようと開催されたこの教室。参
加者らは新鮮な生わかめを自分たちで刈り取った後、同漁協女
性部に調理方法を教わりながら、わかめの茎をふんだんに使っ
た「わかめと野菜のきんぴら」やひき肉をわかめで包んだ「ロー
ルわかめ」などを完成させていました。多彩な調理方法で鳴
門の旬を味わった参加者からは、笑みがこぼれていました。

わかめのおいしい調理方法を学ぶ
鳴門わかめの料理教室

２月10日

わかめをふんだんに使った料理を学んでいました

３世代で交流を図ろう
鳴門あそびリンピック2017

２月11日

　伝統的な遊びを通じて地域の人と触れ合い、子どもたちのコ
ミュニケーション能力の育成を図ろうと２月11日、林崎小学校
で「鳴門あそびリンピック2017」が開催されました。川東地区の
老人会やＰＴＡなどで構成される「子どもの街をつくる会」が開
いたこのイベントには、精華幼稚園の園児や林崎小学校の児
童、地域の人ら約130人が参加。子どもたちは、「空き缶つみ」「お
手玉」「木ごま」など６種目の遊びを地域の人に教わりながら、
各種目の歴代新記録を目指して楽しそうに遊んでいました。「空き缶つみ」に挑戦する子どもたち

交通安全活動の功績をたたえる
交通栄誉章「緑十字銀章」など表彰伝達式

２月８日

　藤村 松男さん（矢倉）が交通栄誉章「緑十字銀章」を受章、瀬
戸中学校が交通安全優良団体等表彰を受賞し、２月８日に鳴
門警察署で表彰伝達式が開かれました。警察庁と全日本交通
安全協会が、交通安全活動に尽力した者に授与するこの章（賞）。
交通安全協会会員として長年の優良運転者である藤村さんと、
地域一体となって自転車事故防止活動に励む同校の功績が評
価されたものです。また、藤村さんの功績を支えたとして、妻・
清美さんには全日本交通安全協会から感謝状が贈られました。伝達式には藤村さん夫妻が出席。左は時谷鳴門警察署長



　北灘東小学校で２月18日、「木育プレイパーク」が開催され、
親子連れら約120人が木を使った遊びを体験しました。「楽しく
木の温もりに触れることで、山と海が近い北灘町の環境の豊
かさを体感してほしい」と、同町のにぎわいづくりに取り組ん
でいる団体「北灘町活性化会議」が初めて開いたこのイベント。
参加した親子連れらは、木で作られたすしや包丁を使っての「お
ままごと」や大きな積み木、木粉の粘土など、趣向を凝らした
さまざまな木の遊びを楽しんでいました。

木に触れながら親子で遊ぼう
木
も く い く

育プレイパーク

２月18日

木製のすしや包丁で「おままごと」を楽しむ親子連れら

23 平成29年３月号

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
な
る
と
環
境
ス
ク
ー

ル
認
定
制
度
」を
平
成
21
年
に
導
入
し
、
市

内
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
１
年
間
の
環
境
学
習
活

動
の
中
で
、特
に
優
れ
た
活
動
を
行
っ
た
学
校（
園
）

を
優
良
校（
園
）と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
の
活
動
で
は
、
第
一
中
学
校
、
鳴
門
西
小

学
校
、
大
津
西
小
学
校
、
撫
養
幼
稚
園
、
精
華

幼
稚
園
が
優
良
校（
園
）に
選
ば
れ
、
２
月
８
日
に

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

第一中学校
新池川清掃活動

大津西小学校
資源ごみ回収の呼びかけ

鳴門西小学校
給食残飯などを堆肥化し栽培に利用

撫養幼稚園
ゴーヤを利用した緑のカーテン

精華幼稚園
七枚水尾川にＥＭだんごを投入

なると環境スクール優良校（園）決定

子どもたちの環境にやさしい学校（園）づくり

　２月９日、高橋 敏夫さん（桧）から書籍「友愛
の花」が市へ贈呈されました。高橋さんは、戦
後ドイツ兵慰霊碑の墓守をしていた（日独交流の
きっかけとなった）高橋 敏治・春枝さん夫妻の
長男。この書籍には、両
親と自身の体験談や当時
の新聞などを基にした本市
の日独交流の経緯・背景
がつづられています。

本市の日独交流の書籍を寄贈寄付・寄贈

　２月13日、認定NPO法人「ふくろうの森」から
「図書館に本を贈るためのチャリティーバザー」
の収益金で購入した絵本など41冊と、パネルシ
アター４点が市立図書館へ贈られました。図書
館サービスの支援をしてい
る同法人。理事長の秋山
さんは「子どもたちのため
に有効活用してほしい」と
話していました。

図書館へ絵本などを寄贈寄付・寄贈
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人生変えた作家活動
絵を描く喜び伝えたい

木
や
布
な
ど
の
素
材
に
絵
を

描
く
手
作
り
ア
ー
ト
、「
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
」。
一
見
難
し
そ
う
で

す
が
、「
デ
ザ
イ
ン
の
図
案
や
塗
り

方
の
説
明
書
が
あ
る
の
で
、
絵
心

が
な
い
人
で
も
お
手
本
通
り
の
作

品
が
作
れ
ま
す
よ
」と
の
こ
と
。

　
幼
い
頃
か
ら
工
作
を
す
る
の
が

大
好
き
で
、
何
か
を
や
り
始
め
る

と
止
ま
ら
な
く
な
る
富
永
さ
ん
。

「
作
る
と
み
ん
な
が
褒
め
て
く
れ

る
の
で
、
つ
い
調
子
に
乗
っ
て
」。

笑
う
様
子
は
ま
る
で
無
邪
気
な
少

女
の
よ
う
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
明
る

い
笑
顔
か
ら
は
想
像
も
で

き
な
い
ほ
ど
、
昔
は
人
と

関
わ
る
の
が
苦
手
だ
っ
た

そ
う
で
す
。「
も
と
も
と
内

向
的
な
性
格
で
、

１
人
で
遠
出
な
ん

て
で
き
な
か
っ
た
。

で
も
、
講
師
の
資

格
を
取
る
た
め
に
大
阪
に

半
年
間
通
っ
た
こ
と
や
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
話
す
こ
と

を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、

今
の
自
分
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
お
か

げ
で
人
生
が
広
が
り
ま
し

た
ね
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
富
永
さ
ん
の
作
品
は
、

か
わ
い
ら
し
い
目
が
特
徴
的
。
講

師
と
し
て
数
多
く
の
教
室
や
講
座

を
開
い
て
い
る
一
方
、
自
身
の
作

品
制
作
に
も
手
を
抜
き
ま
せ
ん
。

「
県
内
で
作
家
活
動
を
し
て
い
る

の
は
、
私
だ
け

で
す
。
作
品
が

お
手
本
と
し
て

雑
誌
に
掲
載
さ

れ
る
こ
と
も
多

い
の
で
、
い
つ
か
は
自
分

だ
け
の
本
を
作
り
た
い
」と

展
望
を
語
り
ま
す
。

　
次
の
目
標
は
、
重
度
の

障
が
い
を
持
つ
方
に
、
リ

ハ
ビ
リ
の
一
環
と
し
て

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を
教
え

る
た
め
の
資
格（
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ペ
イ
ン
ト
）を
取
得
す

る
こ
と
。「
私
自
身
、
大
学

時
代
に
患
っ
た
病
気
の
関

係
で
手
に
力
が
入
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分

が
あ
る
の
で
、
今
度
は
自
分
が
周

り
の
人
を
応
援
で
き
る
よ
う
な
存

在
に
な
り
た
い
」と
使
命
感
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く

File.18

トールペイント作家・講師

富 永  ゆかり  さん ［ 林崎 ］

　とみなが・ゆかり。1967年生まれ。林
崎小、第一中、鳴門高、鳴門教育大卒。
平成12年にサークル活動の一環でトール
ペイントを独学で始める。その後、日本
手芸普及協会トールペイント部門認定講
師・指導員など数々の資格を取得。昨年
から自宅でトールペイント＆クラフト教
室「アトリエシュエット」を開くととも
に、市民文化講座（20ページに関連記事）
などで幅広い年齢層の生徒にものづくり
の面白さを伝えている。自身の作品制作
にも積極的で、県内外のイベントに数多
く出展している。

個性ある
作品制作に意欲
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